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2021/09/25 公開 

ごうちゃんねる（GO-CHANNEL）  ◆終末預言シリーズ（前兆編）◆ 

＃2「二つの世界大戦」 

東住吉キリスト集会 高原 剛一郎 氏 
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お元気ですか。高原剛一郎です。今日は終末預言シリーズの第 2 弾です。 

今日はイエス･キリストご自身による終末預言をご紹介します。 

キリストが十字架に掛かる数日前のこと、イエスの弟子たちが質問するんです。「世の終わり（終末時代・

人類歴史上最大の苦難の 7 年間）はいつ来ますか。そして、それが来る前にどんなことが起こりますか。

どんな前兆があるのですか。」 「どんな前兆があるのですか」という質問に対して、キリストは “何が前

兆ではないのか” という説明から入られるんですね。 

 

マタイ 24:5-6 

わたしの名を名乗る者が大勢現れ、「私こそキリストだ」と言って、多くの人を惑わします。 

また、戦争や戦争のうわさを聞くことになりますが、気をつけて、うろたえないようにしなさい。 

そういうことは必ず起こりますが、まだ終わりではありません。 

 

まだ終わりではありませんとは、「これらは終わりの時代 /終末時代の前兆ではありません。」 

 

キリストの名を名乗る自称キリスト/偽物キリスト、そういう人たちはいつの時代においても世界中に現

れました。もちろん今の時代にも現れているんですよ。 

韓国では昔 統一教会が生まれましたね。文鮮明（ぶん せんめい）という人がキリストを名乗ったんです。 

また摂理（せつり）というグループも生まれました。これも韓国人が「私がキリストだ」と自称した。 

こんな自称キリストというカルト宗教・カルト教祖は世界中至る所にあって、これは終末時代の特徴で

はなく、常に世の中でいつの時代にも起こることであると言われたのですね。 

 

戦争や戦争のうわさ（ニュース）もいつの時代にも起こること。国がある以上国境がある。国境がある以

上、それを巡って国境紛争があるんです。国と国との単独の戦争はいつの時代にも付き物であり、終末時

代が近いことの前兆にはならないと言われたんです。 

 

そういう前置きをした上で、前兆についてこう語られました。 

マタイ 24:7-8 

民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり、あちこちで飢饉と地震が起こります。 

しかし、これらはすべて産みの苦しみの始まりなのです。 

 

産みの苦しみとは患難時代のこと。産みの苦しみの始まりは患難時代（苦難の 7 年間）の前兆です。 

前兆としてまず挙げられたのは、民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がる戦争です。 

これは、前兆ではないと紹介された単独の国家間の戦争とは全く別枠の戦争。 

患難時代の前に起こる単なる戦争ではなく特別な戦争。地球上のほぼ全ての民族、全ての国家が参加す

る大戦争。つまり、第一次世界大戦と第二次世界大戦のことなんです。 

 

なぜそう言えるのかを知るために、少し聖書の予備知識が必要になって来ます。 
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民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がるという言い回しは、ヘブル的表現で全民族・全国家を巻き込

む大戦争を意味するのです。これとよく似た表現が旧約聖書に 2 回登場しますが、それを理解しておく

ことで、その意味だとストンと落ちると思いますので少し説明しておきたいと思います。 

 

1 回目はイザヤ書 19 章。イザヤは今から 2700 年くらい前に活躍した預言者です。 

彼は 19 章でエジプト滅亡預言を語りますが、その滅亡の仕方についても書いてあります。 

 

2. わたしはエジプト人を駆り立てて、エジプト人にはむかわせる。 

彼らは、兄弟は兄弟と、友人は友人と、町は町と、王国は王国と争い合う。 

 

○○は○○と、△△は△△と争う。ここで歴史的背景を知る必要がありますね。 

エジプトは古王朝・中王朝・新王朝という時代が続きます。長ーい歴史のある国ですよね。 

これらの王朝は、基本的には 1 つの王朝・1 人のファラオが全エジプト領域を支配しました。 

1 人の王に 1 つの国。 

 

ところが、イザヤが活動した今から 2700 年前は、新王朝時代が終わって末期王朝時代と言われている

エジプトで、王様がいっぱいいてるんです。あっちこっちに王朝が出来て、外国から入って来た異民族も

勝手に王朝を建てて「俺が王様だ。」「いやいや、俺が王様だ。」 ちょうど日本の戦国時代のように、エジ

プトは群雄割拠状態で、あちこちにたくさんの王様が誕生してしまったんですね。 

そんな中 BC671 年 アッシリアという大帝国の侵略を受けて、エジプトはあっけなく崩壊・滅亡し、エ

ジプトを治めたアッシリアはオリエント世界最大の帝国になりました。 

 

さて、国の中がたくさんの王様でいがみ合っていたので、日本の戦国時代と同様な事が起こりました。 

国中至る所で戦争です。町は町と、王国は王国と争い合うというのは、エジプト全土を巻き込む戦争を描

写するヘブル的表現なんですね。 

 

もう 1 箇所。第 2 歴代誌 15 章。ここは、アザルヤという預言者がユダの国のアサ王を激励して語って

いるシーンで、アザルヤは昔の暗黒時代のイスラエルを振り返りながら話をします。 

 

3. 長年の間、イスラエルにはまことの神もなく、教師となる祭司もなく、律法もありませんでした。 

5. この時期には、出て行く者にも、入って来る者にも平安がありませんでした。 

国々に住むすべての人々に数々の大きな騒乱があったからです。 

6. そして、国は国に、町は町に逆らい、彼らはともに打ち砕かれてしまいました。 

 

さあ出ました。国は国に、町は町に逆らった。これはいつの時代を振り返っているかというと士師（しし）

の時代です。旧約聖書に士師記というのが出て来ますね。これは BC1250 年～1050 年くらいの 200 年

間です。その時代、イスラエルは全国で年がら年中戦争やってたんですね。 

 

誰と戦ったのかというとカナン人・ある時はミデヤン人・ある時はアモン人・ある時はモアブ人・ある時

はペリシテ人。当時カナンの地（約束の地）・今パレスチナと言われている所、そこに色んな民族が都市

国家を持っていて、少しでも自分たちの有利になるようにあちこちで戦争をやっていたんですね。 

 

それはどのエリアで行われたのか？ カナンの全土です。カナンの一番北から一番南まで東西南北、約束

の地と言われている所で全域を巻き込んだ戦争。北で収まったかと思うと南で起こり、というのが断続

的に 200 年間続きました。 
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このカナン全域の戦争をヘブル的表現で国は国に、町は町に逆らいと言ったのです。 

町が都市国家だったので、都市国家は都市国家に逆らって、ひっきりなしに戦争がありましたよね、と語

っているのですね。 

 

まとめましょう。エジプト人はエジプト人と、町は町と、王国は王国と争い合う。これは、エジプト全土

を巻き込む戦争を描写するヘブル的表現でした。 

またユダヤ人の王様に向かって、国は国に、町は町に逆らったというのは、約束の地（カナンの地）全土

を巻き込む戦争を描写するヘブル的表現です。 

 

では先ほどの終末預言の文脈の中で、民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がるというのはどんな意

味でしょう？ 地球上のほぼ全ての国家・ほぼ全ての民族を巻き込む世界大戦争のことを描写するヘブル

的表現なんです。 

 

全世界・全国家・全民族を巻き込む大戦争は、人類史上 1 度も起こったためしがありませんでした。 

長い間、物理的に不可能だったからです。人類は長い間、西洋と東洋それぞれ別の世界の中に生きていた

のですが、それがもう関係ない。全世界が 1 つの戦争に皆で参加するということが起こったのです。 

20 世紀に。それが第一次世界大戦で、その 21 年後に起こった第二次世界大戦は、第一次世界大戦のや

り残しだったんですね。この世界大戦争は、聖書が前もって預言している世界大戦だったのです。 

 

それがいかに実現していったのかについては次回、もう 1 回使ってご紹介したいと思います。 

それによって、聖書の預言がいかに正確に成就していったのかを知っていただけると思います。 

 

ということで、また『ごうちゃんねる』に遊びに来てくださったら光栄です。 

もしよろしければ、チャンネル登録もお願いします。 

では皆さん、お元気でいらしてください。さよなら！！ 

 

＊使用した聖書は『聖書 新改訳 2017』です。 

 

 


